
定員◉150名
講演言語◉日本語
（ロシア語から逐次通訳）

参加費◉無料

『ロシアと北朝鮮の関係』
～歴史と現状～
ロシアにとって北朝鮮問題とは何か？
北朝鮮問題で存在感を示すロシアの北東アジア研究者が
その建国の経緯から現在に至るまで二国間関係を論じる！

カレッジプラザ  講堂
秋田市中通2丁目1-51 明徳館ビル2階

公立大学法人国際教養大学
アジア地域研究連携機構事務局

【後援】 秋田県、(公財)秋田県国際交流協会、(公財)環日本海経済研究所、
　　　  秋田県環日本海交流推進協議会、秋田商工会議所、（一社）秋田経済同友会、(株)秋田銀行、
　　　  読売新聞秋田支局、朝日新聞秋田総局、秋田魁新報社

【主催】 公立大学法人国際教養大学 アジア地域研究連携機構
〒010-1292　秋田市雄和椿川字奥椿岱 

TEL 018-886-5844 （月～金 9：00-17：00）

2018年

18：00～19：30
　　　　　　　　　（開場 17：30）

1月24日水
【お問い合わせ】

日時

会場

申込
方法

  講　師

アルチョム・ルキン 氏
（Artyom Lukin）
極東連邦大学准教授（ロシア連邦ウラジ
オストク市）
地域国際関係スクール（学部）副学部長
（兼）国際関係学准教授
2002年、極東国立大学（現極東連邦大
学）より政治学博士号（PhD）取得

アジア太平洋の国際政治並びにロシアのアジアへの関与に関する英文・露文の著書、
共著、コメント多数。主要研究分野はアジア太平洋及び北東アジアの安全保障と国際
政治経済；ロシアの外交政策；アジア・太平洋地域へのロシアの関与；ロシア極東に於
ける社会・政治・経済プロセス。ロシア及び国際ニュース・メディアのレギュラー解説者
を務め、オンライン発行に度々寄与している。

北朝鮮とロシアを結ぶロシア鉄道の列車

中朝露国境地帯・豆満江の露朝を結ぶ「友好橋」

大学HP、QRコード、またはFAX
（018-886-5910）からお申し込みください。

国際教養大学アジア地域研究連携機構  公開講演会



　北朝鮮は終戦後の建国の経緯から朝鮮戦争、東西冷

戦を経て今日に至るまで中国と共に政治・経済・社会の

あらゆる面でロシア（旧ソ連）の影響を強く受けていま

す。中でも、本公開セミナー講師の居住するウラジオスト

ク市は、地理的にも中国・北朝鮮・ロシアの三国国境地

帯に近く、海路でもウラジオストク港と北朝鮮諸港は結ば

れており、今年5月から万景峰号の定期運航も開始され

るなど北朝鮮と関わりが深い地域です。ロシアにおける

北朝鮮問題に精通している講師から、北東アジアにおけ

るロシアと北朝鮮の地政学や歴史的背景を学ぶことによ

り、現在の北朝鮮を取り巻く諸問題について日本の対応

を含めて、考えるきっかけになることを期待します。

内容

定員◉150名
講演言語◉日本語
（ロシア語から逐次通訳）

参加費◉無料

カレッジプラザ  講堂

2018年

18：00～19：30
　　　　　　　　  （開場 17：30）

1月24日水日時

会場

『ロシアと
  北朝鮮の関係』
   ～歴史と現状～

国際教養大学アジア地域研究連携機構  公開講演会

FAX申込書

お名前

フリガナ

ご連絡先
電話

E-mail

講師への質問事項等
ございましたら
ご記入下さい

※お預かりした個人情報は、当フォーラムの運営以外には使用いたしません。

FAX  018-886-5910　国際教養大学アジア地域研究連携機構事務局宛
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会場ご利用の方に限り、専用の立体駐車場をご利用いただけます。
ただし車の高さ制限（1.5ｍ）と駐車数に限りがあるため、出来るだけ公共交通機関・近隣
の駐車場をご利用いただくようお願いいたします。

［会場］カレッジプラザ  講堂
　　　   秋田市中通2丁目1-51 明徳館ビル2階

Access
Map


